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小
野
篁
「
わ
た
の
原
」
歌
再
考

―
― 

詠
歌
年
次
、『
万
葉
集
』
歌
と
の
関
わ
り
を
中
心
に 

―
―今　

　
　

村　
　
　

浩　
　
　

子

一
　
本
稿
の
ね
ら
い

　

小
野
篁
（
八
〇
二
～
八
五
二
）
は
、
平
安
初
期
の
歌
人
で
あ
る
。
篁
の

「
わ
た
の
原 

八
十
島
か
け
て 

漕
ぎ
い
で
ぬ
と 
人
に
は
告
げ
よ 

海
人
の

釣
舟（
１
）」（
以
下
、「
わ
た
の
原
」
歌
）
は
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
九
羇
旅
（
四

〇
七
）、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
行
旅
（
六
四
八
）
に
採
ら
れ
、
多
く
の
影

響
作
品
を
生
ん
だ
。『
古
今
集
』
の
「
わ
た
の
原
」
歌
の
詞
書
に
、「
隠
岐

国
に
流
さ
れ
け
る
時
に
、
舟
に
乗
り
て
出
で
立
つ
と
て
、
京
な
る
人
の
も

と
に
つ
か
は
し
け
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
隠
岐
配
流
の
際
に
篁
が
詠
ん
だ

和
歌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

『
百
人
一
首
』に
も
採
ら
れ
て
人
口
に
膾
炙
し
た
和
歌
で
あ
り
な
が
ら
、

諸
注
釈
書
に
記
さ
れ
た
詠
歌
年
次
に
は
誤
り
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本

稿
で
は
ま
ず
、
篁
の
隠
岐
配
流
に
至
る
経
緯
を
正
史
に
基
づ
い
て
確
認
し

て
い
く
。
そ
の
上
で
、
篁
が
「
わ
た
の
原
」
歌
を
詠
じ
た
状
況
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
を
、
一
つ
目
の
ね
ら
い
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
小
沢
正
夫
『
古
今
和
歌
集
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小

学
館
、
一
九
七
一
・
四
）
は
、「
わ
た
の
原
」
歌
に
関
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
る
（
以
下
、
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）。

　
　

摂
津
の
難
波
ま
で
送
っ
て
き
た
人
に
託
し
て
、
家
人
に
こ
と
づ
け
た

歌
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
、
海
路
で
実
際
に
見
ら
れ
る
風
物
に
よ
り
、

作
者
の
感
情
を
率
直
に
吐
露
し
た
、『
万
葉
集
』
に
近
い
写
実
風
の

作
で
あ
る
。

　

『
万
葉
集
』
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、「
八
十
島
か
け
て
」
の

句
を
取
り
上
げ
て『
万
葉
集
』と
の
関
連
を
指
摘
す
る
研
究
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、「
海
人
の
釣
舟
」
の
句
を
取
り
上
げ
て
『
万
葉
集
』
と
の
関
連
に

言
及
す
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を

踏
ま
え
、「
わ
た
の
原
」
歌
と
『
万
葉
集
』
と
の
関
わ
り
を
「
八
十
島
か

け
て
」「
海
人
の
釣
舟
」
の
両
句
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
を
、
二
つ
目

の
ね
ら
い
と
す
る
。

　

平
成
二
十
七
年
度
版
小
学
校
国
語
教
科
書
『
み
ん
な
と
学
ぶ
小
学
校
国

語
五
年
上
』（
学
校
図
書
）
に
は
、
教
材
「
言
葉
の
文
化
に
親
し
も
う
」

に
「
小
野
篁
広
才
の
事
」（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
三
ノ
十
七
、
第
四
十
九
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話
）
が
掲
載
さ
れ
、「
わ
た
の
原
」
歌
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
二
十
八
年
度
版
中
学
校
国
語
教
科
書
は
、現
行
五
社
と
も
に『
万
葉
集
』

『
古
今
集
』『
新
古
今
集
』
の
和
歌
を
ま
と
め
て
一
つ
の
単
元
と
し
て
掲

載
し
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
歌
集
を
比
較
し
て
作
風
の

違
い
を
学
習
す
る
授
業
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
わ
た
の
原
」
歌
の
詠
歌
年
次
の
考
証
、
及
び
「
わ

た
の
原
」
歌
と
『
万
葉
集
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
本

稿
の
ね
ら
い
と
し
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
の
学
習
指
導
に
役
立
て
た
い
。

二
　
詠
歌
年
次
の
考
証

　
⑴
諸
注
釈
書
に
お
け
る
詠
歌
年
次
に
関
す
る
記
載

　

ま
ず
、「
わ
た
の
原
」
歌
の
詠
ま
れ
た
状
況
に
つ
い
て
の
注
釈
書
・
研

究
論
文
等
の
記
載
を
整
理
し
て
お
く
。

　

篁
は
、
参
議
小
野
岑
守
の
長
子
で
あ
り
、
文
章
生
を
経
て
東
宮
学
士
と

な
り
、『
令
義
解
』
撰
進
に
参
加
し
た
。
そ
の
後
遣
唐
副
使
と
な
っ
た
が
、

出
発
に
際
し
て
船
を
遣
唐
大
使
の
船
と
交
換
せ
よ
と
い
う
詔
に
従
わ
ず
、

「
西さ
い
ど
う
の
う
た

道
謡
」
を
作
っ
て
遣
唐
の
役
を
諷
刺
し
た
た
め
に
、
隠
岐
国
に
配

流
と
な
っ
た
。
隠
岐
国
に
向
け
て
出
発
す
る
時
に
詠
じ
た
の
が
「
わ
た
の

原
」
歌
で
あ
る
。

　

「
わ
た
の
原
」
歌
の
詠
ま
れ
た
状
況
に
つ
い
て
、
諸
注
釈
書
に
載
せ
る

篁
配
流
の
経
緯
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
事
の
起
こ
っ
た
年
月
に
関
し
て

は
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。
次
の
一
覧
表
に
、
ａ
遣
唐
副
使
に
任
命
さ
れ

た
年
、
ｂ
遣
唐
使
船
へ
の
乗
船
を
拒
否
し
た
年
、
ｃ
隠
岐
国
に
向
け
て
出

発
し
た
年
を
引
用
し
て
示
す
（
年
号
は
す
べ
て
承
和
。
月
が
記
載
さ
れ
て

い
れ
ば
示
す
）。
ｃ
に
つ
い
て
、
配
流
が
決
定
し
た
年
か
隠
岐
国
に
向
け

て
出
発
し
た
年
か
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
は
※
を
付
す
。
ま
た
、
記
載
が

な
い
場
合
は
空
欄
と
す
る
（
表
中
の
イ
・
ス
・
ヌ
は
、
ａ
・
ｂ
・
ｃ
に
関

す
る
記
載
が
な
い
）。

注
釈
書
・
研
究
論
文
名
（
刊
行
年
順
）

ａ
任
命

ｂ
拒
否

ｃ
出
発

ア
金
子
元
臣
『
古
今
和
歌
集
評
釈
』
明
治
書

四
年

院
、
一
九
二
七
・
三

イ
窪
田
空
穂『
古
今
和
歌
集
評
釈
』東
京
堂
、

一
九
三
五
・
十
二
～
一
九
三
七
・
十
二

　
　

ウ
西
下
経
一
『
古
今
和
歌
集
』
日
本
古
典
全

五
年

書
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
八
・
九

　
　

エ
秋
葉
環
『
百
人
一
首
の
解
釈
と
鑑
賞
』
明

元
年

五
年

六
年
春

治
書
院
、
一
九
五
五
・
四

オ
石
田
吉
貞
『
百
人
一
首
評
解
』
有
精
堂
、

元
年

四
年

五
年

一
九
五
六
・
四

十
二
月

カ
佐
伯
梅
友
『
古
今
和
歌
集
』
日
本
古
典
文

五
年

学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
・
三

　
　

キ
山
岸
徳
平
『
八
代
集
抄
』
八
代
集
全
註
、

五
年

有
精
堂
、
一
九
六
〇
・
七

ク
松
田
武
夫
『
新
釈
古
今
和
歌
集
』
風
間
書

五
年

房
、
一
九
六
八
・
三
～
一
九
七
〇
・
十
一

ケ
阿
部
俊
子
『
歌
物
語
と
そ
の
周
辺
』
風
間

元
年

六
年

書
房
、
一
九
六
九
・
七

正
月
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コ
島
津
忠
夫
『
百
人
一
首
』
角
川
文
庫
、
一

五
年

九
六
九
・
十
二

サ
小
沢
正
夫
『
古
今
和
歌
集
』
日
本
古
典
文

※
五
年

学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
七
一
・
四

シ
窪
田
章
一
郎
『
古
今
和
歌
集
』
鑑
賞
日
本

元
年

五
年

古
典
文
学
、
角
川
書
店
、
一
九
七
五
・
九

ス
竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
右
文

書
院
、
一
九
七
六
・
十
一

セ
奥
村
恒
哉
『
古
今
和
歌
集
』
新
潮
日
本
古

二
年

五
年

典
集
成
、
新
潮
社
、
一
九
七
八
・
七

ソ
佐
伯
有
清
『
最
後
の
遣
唐
使
』
講
談
社
現

元
年

五
年

六
年

代
新
書
、
一
九
七
八
・
十

正
月

正
月

タ
久
曽
神
昇
『
古
今
和
歌
集
』
講
談
社
学
術

元
年

※
五
年

文
庫
、
一
九
七
九
・
九
～
一
九
八
三
・
一

十
二
月

チ
大
曽
根
章
介
他
『
和
漢
朗
詠
集
』
新
潮
日

五
年

本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
一
九
八
三
・
九

十
二
月

ツ
有
吉
保
『
百
人
一
首
』
講
談
社
文
庫
、
一

元
年

五
年

九
八
三
・
十
一

テ
呉
羽
長
「
隠
岐
の
小
野
篁
伝
説
考
」、『
山

元
年

五
年

※
五
年

陰
文
化
研
究
紀
要
』
第
二
十
四
号
、
一
九

正
月

六
月

十
二
月

八
四
・
三

ト
石
原
昭
平
「
篁
」、『
一
冊
の
講
座
古
今
和

四
年

五
年

六
年

歌
集
』
所
収
、
有
精
堂
、
一
九
八
七
・
三

正
月

ナ
川
村
晃
生
「『
八
十
島
か
け
て
』
考
」、『
三

六
年

田
国
文
』
第
八
号
、
一
九
八
七
・
十
二

正
月

ニ
平
野
由
紀
子
『
小
野
篁
集
全
釈
』
私
家
集

四
年

六
年

全
釈
叢
書
、
風
間
書
房
、
一
九
八
八
・
三

ヌ
小
島
憲
之
他
『
古
今
和
歌
集
』
新
日
本
古

典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
・

二
ネ
上
野
英
子
「
小
野
篁
考
（
四
）」、『
実
践

五
年

六
年

国
文
学
』
第
三
十
八
号
、
一
九
九
〇
・
十

六
月

正
月

ノ
小
沢
正
夫
他
『
古
今
和
歌
集
』
新
編
日
本

※
五
年

古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
四
・

十
一

ハ
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
講
談

元
年

※
五
年

社
、
一
九
九
八
・
二

ヒ
菅
野
禮
行
『
和
漢
朗
詠
集
』
新
編
日
本
古

五
年

典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
九
・
十

十
二
月

フ
吉
海
直
人
『
百
人
一
首
の
新
研
究
』
和
泉

元
年

五
年

六
年

書
院
、
二
〇
〇
一
・
三

ヘ
熊
谷
直
春
「
小
野
篁
の
作
歌
年
代
と
問
題

六
年

点
の
解
決
」、『
文
藝
と
批
評
』
第
九
巻
第

正
月

八
号
、
二
〇
〇
三
・
十
一

ホ
高
田
祐
彦
『
新
版
古
今
和
歌
集
』
角
川
文

※
五
年

庫
、
二
〇
〇
九
・
六

マ
佐
藤
道
生
『
和
漢
朗
詠
集
』
和
歌
文
学
大

元
年

※
五
年

系
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
一
・
七

十
二
月
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ミ
三
木
雅
博
『
和
漢
朗
詠
集
』
角
川
文
庫
、

元
年

二
〇
一
三
・
九

　

こ
の
よ
う
に
、
遣
唐
副
使
に
任
命
さ
れ
た
年
、
遣
唐
使
船
へ
の
乗
船
を

拒
否
し
た
年
、
隠
岐
国
へ
の
配
流
が
決
定
し
た
年
、
隠
岐
国
に
向
け
て
出

発
し
た
年
に
つ
い
て
の
記
載
が
混
乱
し
て
い
る
。
特
に
、「
わ
た
の
原
」

歌
と
関
わ
る
の
は
出
発
の
年
月
だ
が
、
承
和
五
年
（
八
三
八
）
十
二
月
と

承
和
六
年
（
八
三
九
）
正
月
の
両
説
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
⑵
詠
歌
年
次
の
考
証
と
和
歌
の
解
釈

　

阿
部
俊
子
『
歌
物
語
と
そ
の
周
辺
』（
前
掲
表
ケ
）、
佐
伯
有
清
『
最
後

の
遣
唐
使
』（
ソ
）、
上
野
英
子
「
小
野
篁
考
（
四
）」（
ネ
）
と
、
熊
谷
直

春
「
小
野
篁
の
作
歌
年
代
と
問
題
点
の
解
決
」（
ヘ
）
は
、
篁
の
配
流
に

至
る
経
緯
を
正
史
に
基
づ
い
て
考
察
し
て
い
る
。筆
者
は
、阿
部
・
佐
伯
・

上
野
・
熊
谷
の
四
氏
の
考
察
と
同
じ
く
、「
わ
た
の
原
」
歌
の
詠
歌
年
次

を
承
和
六
年
正
月
だ
と
考
え
る
。

　

本
項
で
は
、
篁
配
流
の
経
緯
に
つ
い
て
、『
続
日
本
後
紀
』『
日
本
文
徳

天
皇
実
録
』（
以
下
、『
文
徳
実
録
』）
の
原
文
を
提
示
し
て
確
認
し
、「
わ

た
の
原
」
歌
の
詠
歌
年
次
を
特
定
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
詠
歌
年
次
に
基

づ
い
て
、「
わ
た
の
原
」
歌
の
解
釈
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
ず
、『
続
日
本
後
紀
』
を
引
く（
２
）。

　

・
承
和
元
年
春
正
月
（
中
略
）
庚十
九

午
、（
中
略
）
是
日
、
任
遣
唐
使
。

以
参
議
従
四
位
上
右
大
弁
兼
行
相
摸
（
マ
マ
）

守
藤
原
朝
臣
常
嗣
為
持
節
大

使
、
従
五
位
下
弾
正
少
弼
兼
行
美
作
介
小
野
朝
臣
篁
為
副
使
。
判
官

四
人
、
録
事
三
人
。

　
　

承
和
元
年
春
正
月
（
中
略
）
庚十
九

午
、（
中
略
）
是
の
日
、
遣
唐
使
を

任
ず
。
参
議
従
四
位
上
右
大
弁
兼
行
相
摸
守
藤
原
朝
臣
常
嗣
を
以
て

持
節
大
使
と
為
し
、
従
五
位
下
弾
正
少
弼
兼
行
美
作
介
小
野
朝
臣
篁

を
副
使
と
為
す
。
判
官
は
四
人
、
録
事
は
三
人
。

�

（『
続
日
本
後
紀
』
巻
三
、
仁
明
天
皇
）

　

・
承
和
五
年
六
月
（
中
略
）
戊廿
二

申
、
勘
発
遣
唐
使
右
近
衛
中
将
藤
原
朝

臣
助
奏
、
副
使
小
野
朝
臣
篁
、
依
病
不
能
進
発
。

　
　

承
和
五
年
六
月
（
中
略
）
戊廿
二

申
、
勘
発
遣
唐
使
右
近
衛
中
将
藤
原
朝

臣
助た
す
く

奏
す
、「
副
使
小
野
朝
臣
篁
、
病
に
依
り
て
進
発
す
る
こ
と
能

は
ず
」。�

（『
続
日
本
後
紀
』
巻
七
、
仁
明
天
皇
）

　

・
承
和
五
年
十
二
月
（
中
略
）
己十
五

亥
、（
中
略
）
是
日
勅
曰
、
小
野
篁
、

内
含
綸
旨
、
出
使
外
境
。
空
称
病
故
、
不
遂
国
命
。
准
拠
律
条
、
可

処
絞
刑
、
宜
降
死
一
等
、
処
之
遠
流
。
仍
配
流
隠
岐
国
。
初
造
舶
使

造
舶
之
日
、
先
自
定
其
次
第
名
之（
３
）、
非
古
例
也
。
使
等
任
之
、
各
駕

而
去
。
一（
４
）漂

廻
後
、
大
使
上
奏
、
更
復
卜
定
、
換
其
次
第
、
第
二
舶

改
為
第
一
、
大
使
駕
之
。
於
是
副
使
篁
怨
懟
、
陽
病
而
留
。
遂
懐
幽

憤
、
作
西
道
謡
、
以
刺
遣
唐
之
役
也
。
其
詞
牽
興
多
犯
忌
諱
。
嵯
峨

太
上
天
皇
覧
之
、大
怒
令
論
其
罪
。
故
有
此
竄
謫
。（
中
略
）
辛廿
七

亥
、

追
小
野
篁
所
帯
正
五
位
下
之
告
身
。

　
　

承
和
五
年
十
二
月
（
中
略
）
己十
五

亥
、（
中
略
）
是
の
日
勅
し
て
曰
く
、

「
小
野
篁
、
内
に
綸
旨
を
含
み
、
出
で
て
外
境
に
使
ひ
す
。
空
し
く

病
ひ
の
故
を
称
し
て
、
国
命
に
遂し
た
が

は
ず
。
律
条
に
准
拠
し
て
、
絞

刑
に
処
す
べ
き
を
、
宜
し
く
死
一
等
を
降
し
て
、
之
を
遠
流
に
処
す
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べ
し
」。
仍
り
て
隠
岐
国
に
配
流
す
。
初
め
造
舶
使
舶ふ
ね

を
造
る
の
日
、

先
づ
自
ら
其
の
次
第
を
定
め
て
之
に
名
づ
く
る
は
、
古
例
に
非
ざ
る

な
り
。
使
等
之
に
任
せ
て
、
各
お
の
お
の

駕
し
て
去ゆ

く
。
一
た
び
漂
廻
す
る

の
後
、
大
使
上
奏
し
、
更
に
復
た
卜
定
し
て
、
其
の
次
第
を
換
へ
、

第
二
舶
改
め
て
第
一
と
為
し
、
大
使
之
に
駕
す
。
是
に
於
て
副
使
篁

怨ゑ
ん

懟た
い

し
、
病
と
陽い
つ
は

り
て
留
ま
る
。
遂
に
幽
憤
を
懐
き
、
西
道
謡
を

作
り
、
以
て
遣
唐
の
役
を
刺そ
し

る
な
り
。
其
の
詞
牽
興
に
し
て
多
く
忌

諱
を
犯
す
。
嵯
峨
太
上
天
皇
之
を
覧
じ
て
、
大
い
に
怒
り
其
の
罪
を

論
ぜ
し
む
。
故
に
此
の
竄
謫
有
り
。（
中
略
）
辛廿
七

亥
、
小
野
篁
帯
ぶ

る
所
の
正
五
位
下
の
告
身
を
追
ふ
。

�

（『
続
日
本
後
紀
』
巻
七
、
仁
明
天
皇
）

　

『
続
日
本
後
紀
』
に
よ
る
と
、
篁
が
遣
唐
副
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
承

和
元
年
正
月
、
病
気
を
理
由
に
乗
船
し
な
か
っ
た
の
が
承
和
五
年
（
勘
発

遣
唐
使
藤
原
助
が
篁
乗
船
拒
否
の
件
に
つ
い
て
上
奏
し
た
の
は
同
年
六

月
）、
配
流
の
勅
命
が
下
り
、
さ
ら
に
官
位
を
剝
奪
さ
れ
た
の
が
承
和
五

年
十
二
月
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

承
和
七
年
二
月
の
条
に
「
辛十
四

酉
、
召
流
人
小
野
篁
」（『
続
日
本
後
紀
』

巻
九
）
と
、
隠
岐
国
か
ら
の
召
還
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
隠
岐
国

に
向
け
て
出
発
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
承
和
五
年
か
ら
七
年
の
間
に
記

載
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

次
に
、『
文
徳
実
録
』
仁
寿
二
年
十
二
月
、
小
野
篁
薨
伝
を
引
く
。

　

・
癸廿
二

未
、
参
議
左
大
弁
従
三
位
小
野
朝
臣
篁
薨
。（
中
略
）
承
和
元
年

為
聘
唐
副
使
。（
中
略
）
五
年
春
、
聘
唐
使
等
四
舶
、
次
第
泛
海
。

而
大
使
参
議
従
四
位
上
藤
原
常
嗣
所
駕
第
一
舶
、
水
沃
穿
缺
。
有
詔

以
副
使
第
二
舶
、
改
為
大
使
第
一
舶
。
篁
抗
論
曰
、
朝
議
不
定
、
再

三
其
事
。
亦
初
定
舶
次
第
之
日
、択
取
最
者
為
第
一
舶
。
分
配
之
後
、

　
　

再
経
漂
廻
。
今
一
朝
改
易
、
配
当
危
器
、
以
己
福
利
代
他
害
損
。
論

之
人
情
、
是
為
逆
施
。
既
無
面
目
、
何
以
率
下
。
篁
家
貧
親
老
、
身

亦
尩
瘵
。
是
篁
汲
水
採
薪
、
当
致
匹
夫
之
孝
耳
。
執
論
確
乎
。
不
復

駕
舶
。
近
者
、
太
（
マ
マ
）宰

鴻
臚
館
、
有
唐
人
沈
道
古
者
。
聞
篁
有
才
思
、

数
以
詩
賦
唱
之
。
毎
視
其
和
、
常
美
艶
藻
。
六
年
春
正
月
、
遂
以
扞

詔
、
除
名
為
庶
人
、
配
流
隠
岐
国
。
在
路
賦
謫
行
吟
七
言
十
韻
。
文

章
奇
麗
、
興
味
優
遠
。
知
文
之
輩
、
莫
不
吟
誦
。
凡
当
時
文
章
、
天

下
無
双
。

　
　

癸廿
二

未
、
参
議
左
大
弁
従
三
位
小
野
朝
臣
篁
薨
ず
。（
中
略
）
承
和
元

年
聘
唐
副
使
と
為
る
。（
中
略
）
五
年
春
、
聘
唐
使
等
の
四
舶
、
次

第
に
海
に
泛
ぶ
。
而
る
に
大
使
参
議
従
四
位
上
藤
原
常
嗣
駕
す
る
所

の
第
一
舶
、水
沃そ
そ

ぎ
て
穿
缺
す
。
詔
有
り
て
副
使
の
第
二
舶
を
以
て
、

改
め
て
大
使
の
第
一
舶
と
為
す
。
篁
抗
論
し
て
曰
く
、「
朝
議
定
ま

ら
ず
、
其
の
事
を
再
三
す
。
亦ま
た

初
め
舶
の
次
第
を
定
む
る
の
日
、
最

た
る
者
を
択
び
取
り
て
第
一
舶
と
為
す
。
分
配
の
後
、
再
び
漂
廻
を

経
て
、
今
一
朝
に
し
て
改
易
し
、
危
器
を
配
当
す
る
は
、
己
が
福
利

を
以
て
他
が
害
損
に
代
ふ
。
之
を
人
情
と
論
ず
る
は
、
是
れ
逆
施
た

り
。
既
に
面
目
無
く
、
何
を
以
て
か
下
を
率
ゐ
ん
。
篁
家
貧
し
く
親

老
い
、
身
も
亦
尩わ
う

瘵さ
い

な
り
。
是こ
こ

に
篁
水
を
汲
み
薪
を
採
り
、
当
に
匹

夫
の
孝
を
致
す
べ
き
の
み
」。執
論
確
乎
た
り
。復
た
は
舶
に
駕
せ
ず
。

近こ
の
こ

ろ
、
太
宰
鴻
臚
館
に
、
唐
人
の
沈
道
古
な
る
者
有
り
。
篁
の
才

思
有
る
を
聞
き
、
数
し
ば
し
ば

詩
賦
を
以
て
之
に
唱
す
。
其
の
和
す
る
を
視
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る
毎
に
、
常
に
艶
藻
を
美よ

し
と
す
。
六
年
春
正
月
、
遂
に
詔
を
扞こ
ば

む

を
以
て
、
除
名
せ
ら
れ
て
庶
人
と
為
り
、
隠
岐
国
に
配
流
せ
ら
る
。

路
に
在
り
て
「
謫
行
吟
」
七
言
十
韻
を
賦
す
。
文
章
奇
麗
に
し
て
、

興
味
優
遠
な
り
。
文
を
知
る
の
輩
、
吟
誦
せ
ざ
る
は
莫
し
。
凡
そ
当

時
の
文
章
、
天
下
に
双な
ら

び
無
し
。

�

（『
文
徳
実
録
』
巻
四
、
文
徳
天
皇
）

　

『
文
徳
実
録
』
に
よ
る
と
、
承
和
五
年
春
、
遣
唐
使
船
を
順
次
水
に
浮

か
べ
た
と
こ
ろ
、
大
使
常
嗣
の
船
が
漏
水
し
た
た
め
、
副
使
篁
の
船
と
交

換
す
る
よ
う
詔
が
下
っ
た
。
こ
の
決
定
を
不
服
と
し
た
篁
が
乗
船
を
拒
否

し
た
の
で
、
承
和
六
年
正
月
に
隠
岐
国
に
配
流
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

前
掲
の
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
五
年
十
二
月
の
条
に
よ
る
と
、
正
五
位

下
の「
告
身
」（
辞
令
書
）を
剝
奪
さ
れ
た
の
は
十
二
月
二
十
七
日
で
あ
る
。

配
流
の
勅
命
が
下
さ
れ
（
十
二
月
十
五
日
）、
官
位
が
剝
奪
さ
れ
た
（
同

二
十
七
日
）
後
、
翌
年
正
月
に
隠
岐
国
に
向
け
て
旅
立
つ
、
と
い
う
の
は

極
め
て
自
然
な
経
緯
で
あ
ろ
う
。

　

『
令
義
解
』
巻
十
獄
令
の
流
移
人
条
に
は
「
符
至
、
季
別
一
遣
。（
符

至
ら
ば
、
季
別
に
一
た
び
遣や

れ
。）」
と
い
う
養
老
令
の
条
文
が
見
え
る
。

「
符
」と
は
配
流
状
を
指
す
。
こ
の
条
文
に
対
し
て
、「
若
符
在
季
末
至
者
、

聴
与
後
季
人
同
遣
。（
若
し
符
季
の
末
に
在
り
て
至
れ
ら
ば
、
後
の
季
の

人
と
同
じ
く
遣
る
こ
と
を
聴ゆ
る

せ
。）」
と
令
の
本
注
が
あ
り
、『
令
義
解
』

は
「
謂
、
季
末
者
四
季
之
末
月
。
仮
有
符
三
月
至
者
、
与
夏
季
人
同
遣
之

類
也
。（
謂お
も

へ
ら
く
、
季
の
末
は
四
季
の
末
月
な
り
。
仮た
と

へ
ば
符
の
三
月

に
至
る
有
ら
ば
、夏
季
の
人
と
同
じ
く
遣
る
の
類
な
り
。）」と
注
釈
す
る
。

『
令
義
解
』
に
従
え
ば
、
十
二
月
に
配
流
が
決
ま
っ
た
篁
の
出
発
は
年
の

明
け
た
春
季
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、『
続
日
本
後
紀
』
に
よ
る
と
、
承
和
の
遣
唐
使
は
渡
唐
に
二
度

失
敗
し
て
い
る
（『
文
徳
実
録
』
の
「
再
経
漂
廻
」
に
当
た
る
）。
承
和
三

年
七
月
に
出
帆
し
た
一
度
目
は
、
第
一
・
第
四
船
が
肥
前
国
に
漂
着
、
篁

が
乗
っ
て
い
る
第
二
船
が
別わ
け

島
に
漂
着
、
第
三
船
は
船
体
が
幾
つ
か
に
分

か
れ
て
多
数
の
人
命
が
失
わ
れ
た
。

　

二
度
目
の
渡
唐
は
、
承
和
四
年
七
月
に
出
帆
し
た
も
の
の
、
第
一
・
第

四
船
が
壱
岐
島
に
、
第
二
船
は
値ち

賀か

島
に
漂
着
し
た
。

　

三
度
目
は
、
承
和
五
年
七
月
五
日
に
第
一
船
（
も
と
の
第
二
船
）・
第

四
船
が
出
発
、
同
二
十
九
日
に
副
使
篁
を
欠
い
た
ま
ま
第
二
船
（
も
と
の

第
一
船
）
が
出
帆
し
た
。
大
使
一
行
は
長
安
に
入
り
、
帰
国
時
に
は
新
羅

船
九
隻
に
分
乗
し
、
承
和
六
年
八
月
に
相
次
い
で
帰
着
し
た
。
最
後
の
帰

着
の
知
ら
せ
が
大
宰
府
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
承
和
七
年
六
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
最
後
の
帰
着
者
と
は
、
篁
が
乗
る
は
ず
だ
っ
た
第
二
船

に
乗
っ
て
い
た
者
達
で
あ
る
。
こ
の
承
和
の
遣
唐
使
が
、
歴
史
上
最
後
の

遣
唐
使
と
な
っ
た（
５
）。

　

以
上
の
正
史
の
記
載
に
基
づ
い
て
、
篁
配
流
に
関
す
る
経
緯
を
時
系
列

に
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

・
承
和
元
（
八
三
四
）
年
正
月
、
篁
が
遣
唐
副
使
に
任
命
さ
れ
る
。

　
　

・
承
和
三
（
八
三
六
）
年
七
月
、
出
帆
し
漂
着
す
る
。

　
　

・
承
和
四
（
八
三
七
）
年
七
月
、
出
帆
し
漂
着
す
る
。

　
　

・
承
和
五
（
八
三
八
）
年
春
、大
使
と
副
使
の
遣
唐
使
船
を
交
換
す
る
。

　
　

・�

同
年
六
月
、
勘
発
遣
唐
使
か
ら
、
篁
が
病
気
を
理
由
に
乗
船
を
拒　
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否
し
た
旨
の
上
奏
が
な
さ
れ
る
。

　
　

・
同
年
七
月
、
遣
唐
使
船
が
副
使
篁
を
欠
い
た
ま
ま
出
帆
す
る
。

　
　

・
同
年
十
二
月
、
篁
に
隠
岐
配
流
の
勅
命
が
下
る
。

　
　

・
承
和
六
（
八
三
九
）
年
正
月
、篁
は
隠
岐
へ
向
か
っ
て
出
発
す
る
。

　
　

・
承
和
七
（
八
四
〇
）
年
二
月
、
篁
が
召
還
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
篁
の
配
流
先
へ
の
出
発
は
、
季
つ
ま
り
年
の
改
ま
っ
た

正
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

「
わ
た
の
原
」
歌
に
は
、
洋
々
と
広
が
る
大
海
原
と
、
全
て
を
失
い
身

一
つ
と
な
っ
た
自
分
と
い
う
、
大
小
の
対
比
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、「
わ
た
の
原
」
歌
の
詠
歌
年
次
と
作
者
の
心
境
と
の
関
係
に
着
目

す
る
と
、
新
春
を
迎
え
た
晴
れ
晴
れ
し
い
状
況
と
、
罪
を
得
て
隠
岐
国
に

流
さ
れ
る
陰
鬱
な
心
境
と
の
、
明
暗
の
対
比
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

正
月
は
誰
し
も
心
の
浮
き
立
つ
時
季
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
篁
に

と
っ
て
は
特
別
な
意
味
の
あ
る
時
季
で
も
あ
っ
た
。『
続
日
本
後
紀
』
に

よ
る
と
、
篁
は
一
回
目
の
渡
唐
に
先
立
つ
承
和
二
年
正
月
、
同
三
年
正
月

に
仁
明
天
皇
の
御
前
に
召
さ
れ
、
加
階
さ
れ
て
い
る
。
承
和
三
年
正
月
の

条
を
引
く
。

　
　

（
承
和
）
三
年
春
正
月
、（
中
略
）
丁七

未
、
天
皇
御
豊
楽
院
、
宴
百

官
於
朝
堂
。
詔
授
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
常
嗣
正
四
位
下
。（
中
略
）

従
五
位
上
丹
墀
真
人
清
貞
・
小
野
朝
臣
篁
並
正
五
位
下
。

　
　

（
承
和
）
三
年
春
正
月
、（
中
略
）
丁七

未
、
天
皇
豊
楽
院
に
御お
は

し
、

百
官
を
朝
堂
に
宴
す
。
詔
し
て
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
常
嗣
に
正
四
位

下
を
授
く
。（
中
略
）
従
五
位
上
丹た
ぢ
ひ墀

真
人
清
貞
・
小
野
朝
臣
篁
は

並な

べ
て
正
五
位
下
。�

（『
続
日
本
後
紀
』
巻
五
、
仁
明
天
皇
）

　

さ
ら
に
、『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
に
は
、
篁
が
書
い
た
詩
序
「
早
春
侍

宴
清
涼
殿
翫
鶯
花
応
製
（
早
春
宴
に
清
涼
殿
に
侍
し
鶯
花
を
翫
び
製
に
応

ず
）」
が
見
え
る（
６
）。
こ
の
詩
序
中
の
句
「
夫
上
月
之
中
、
有
内
宴
者
、
先

来
之
旧
貫
也
（
夫
れ
上
月
の
中
、
内
宴
有
る
は
、
先
来
の
旧
貫
な
り
）」、

「
臣
嘉
恵
自
天
、
拝
職
海
外
（
臣
嘉
恵
天
よ
り
し
、
海
外
に
拝
職
す
）」

に
よ
っ
て
、
篁
が
仁
明
天
皇
の
内
宴
に
召
さ
れ
て
詩
と
詩
序
を
献
上
し
た

の
は
、
遣
唐
副
使
に
任
命
さ
れ
た
承
和
元
年
正
月
か
ら
、
遣
唐
使
船
に
乗

る
こ
と
を
拒
否
し
た
年
す
な
わ
ち
承
和
五
年
の
正
月
ま
で
の
間
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る（
７
）。

　

承
和
元
年
正
月
に
遣
唐
副
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
ま
た
、
以
後
の
正
月
に
少

な
く
と
も
三
度
、
天
皇
の
御
前
に
召
さ
れ
る
と
い
う
栄
誉
に
浴
し
て
き
た

篁
が
、
承
和
六
年
正
月
に
は
罪
人
と
し
て
遠
島
へ
と
連
行
さ
れ
て
い
る
。

華
や
か
に
晴
れ
晴
れ
し
く
新
年
を
迎
え
た
過
去
に
比
べ
て
、
現
在
の
自
ら

の
境
遇
は
何
と
惨
め
な
こ
と
か
。
詠
歌
年
次
が
十
二
月
で
は
な
く
正
月
で

あ
る
こ
と
は
、
解
釈
に
深
く
影
響
す
る
。

　

な
お
、梅
谷
繁
樹
「
小
野
篁
論
」（
藤
岡
忠
美
編
『
古
今
和
歌
集
連
環
』

所
収
。
和
泉
書
院
、
一
九
八
九
・
五
）
は
、
嵯
峨
帝
が
篁
の
文
才
を
深
く

愛
惜
し
て
い
た
こ
と
、
隠
岐
国
に
配
流
さ
れ
た
篁
の
召
還
が
遭
難
し
た
遣

唐
使
船
の
帰
国
よ
り
も
早
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、「
歌
中
の
『
人
』

は
篁
の
家
人
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
奥
に
嵯
峨
太
上
天
皇
の
耳
に
達
す
る
こ

と
を
欲
す
る
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。」
と
述
べ
る
。

　

さ
ら
に
、
小
林
和
彦
「
小
野
篁
、
そ
の
人
と
和
歌
―
―
反
骨
性
と
屈
折

性
―
―
」（『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要 

第
一
部
Ａ
人
文
科
学
編
』
第
二
十

八
巻
第
二
号
、
一
九
七
七
・
九
）
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
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こ
れ
ま
で
見
て
き
た
篁
の
人
物
像
か
ら
は
、
こ
の
悲
運
の
時
に
際
し

て
も
な
お
打
ち
ひ
し
が
れ
た
哀
れ
っ
ぽ
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
む
し

ろ
傲
然
た
る
面
構
え
が
、
こ
の
歌
の
背
後
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
に

思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
、『
文
徳
実
録
』
篁
薨
伝
に
見
え
る
篁
の
抗
論
に
「
朝
議
定
ま

ら
ず
、
其
の
事
を
再
三
す
」、「
既
に
面
目
無
く
、
何
を
以
て
か
下
を
率
ゐ

ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
篁
は
理
路
整
然
と
論
じ
て
乗
船
を
断
固
拒
否
し
て

い
る
。
隠
岐
国
へ
の
出
発
に
際
し
て
う
な
だ
れ
る
こ
と
な
く
頭
を
上
げ
て

い
た
姿
が
想
像
さ
れ
る
。
出
発
を
正
月
と
特
定
し
、
篁
自
身
の
過
去
の
正

月
や
周
囲
と
の
明
暗
の
対
比
を
念
頭
に
置
く
こ
と
で
、
篁
の
疎
外
感
や
悲

壮
な
覚
悟
が
よ
り
一
層
鮮
明
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
　
「
わ
た
の
原
」
歌
と
『
万
葉
集
』
と
の
関
わ
り

　
⑴
従
来
の
研
究

　

『
古
今
集
』
と
『
万
葉
集
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、安
田
喜
代
門
『
古

今
集
時
代
の
研
究
』（
六
文
館
、
一
九
三
二
・
四
）
は
、『
古
今
集
』
読
人

し
ら
ず
の
歌
と
『
万
葉
集
』
歌
と
の
間
に
語
句
の
類
似
や
改
作
が
多
く
見

ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
、「
歌
謡
の
特
質
を
有
す
る
万
葉
歌
が
古
今
集
の
読

人
し
ら
ず
歌
に
影
響
し
て
ゐ
る
こ
と
は
確
か
な
事
実
で
あ
る
。」
と
指
摘

す
る
。
そ
の
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

古
今
集
中
、
作
者
の
明
か
な
和
歌
に
つ
い
て
観
る
に
、
万
葉
の
歌
に

影
響
せ
ら
れ
た
の
は
極
め
て
少
く
、
わ
づ
か
に
二
・
三
の
作
家
に
そ

の
跡
が
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。（
中
略
）
貫
之
の
五
首
と
素
性
と

友
則
の
一
首
づ
つ
と
、
合
計
七
首
の
歌
が
読
人（
マ
マ
）明
か
な
歌
六
五
一
首

の
う
ち
に
発
見
せ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
菊
地
靖
彦
『
古
今
的
世
界
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
〇
・

十
一
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

�

従
来
、『
万
葉
集
』
と
『
古
今
集
』
の
間
に
は
超
え
が
た
い
断
絶
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。（
中
略
）
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
内
部
に
時

間
的
経
過
を
含
み
持
つ
と
き
、『
万
葉
集
』
の
い
わ
ば
後
端
と
、『
古

今
集
』
の
先
端
と
の
間
に
、
ま
っ
た
く
つ
な
が
り
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。

　

し
か
し
、『
万
葉
集
』
と
の
関
わ
り
が
あ
る
と
菊
地
氏
が
考
え
る
『
古

今
集
』
中
の
二
百
三
十
四
首
の
中
に
、「
わ
た
の
原
」
歌
は
含
ま
れ
な
い
。

　

「
わ
た
の
原
」
歌
に
『
万
葉
集
』
と
の
類
似
・
関
連
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
指
摘
す
る
注
釈
書
や
研
究
論
文
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は

次
の
七
つ
で
あ
る
。
な
お
、
丸
数
字
は
、
次
項
以
下
に
示
す
『
万
葉
集
』

歌
（
①
か
ら
⑫
）
で
あ
る
。
七
つ
の
注
釈
書
・
研
究
論
文
が
、
ど
の
『
万

葉
集
』
歌
を
引
用
し
て
い
る
か
を
示
し
た
。

　

Ａ　

顕
昭
『
古
今
集
註
』（
竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
引
用
、

右
文
書
院
、
一
九
七
六
・
十
一
）
…
②
③

　

Ｂ　

契
沖
『
古
今
余
材
抄
』（『
古
今
集
古
注
釈
大
成
』
所
収
、
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
・
十
二
）
…
②
④

　

Ｃ　

竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』（
右
文
書
院
、
一
九
七
六
・

十
一
）
…
①
④
⑤

　

Ｄ　

中
西
進
「
万
葉
集
か
ら
古
今
和
歌
集
へ
」（『
一
冊
の
講
座 

古
今

和
歌
集
』
所
収
、
有
精
堂
、
一
九
八
七
・
三
）
…
②

　

Ｅ　

川
村
晃
生
「『
八
十
島
か
け
て
』
考
」（『
三
田
国
文
』
第
八
号
、
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一
九
八
七
・
十
二
）
…
②
③
⑤
⑫

　

Ｆ　

泉
紀
子
「
小
野
篁
流
謫
の
歌
『
わ
た
の
原
八
十
島
か
け
て
』
考
」

（『
羽
衣
国
文
』
第
三
号
、
一
九
八
九
・
三
）
…
②
④
⑥
⑨
⑫

　

Ｇ　

土
方
洋
一「
小
野
篁
の
二
つ
の
歌
」（『
青
山
語
文
』第
二
十
六
号
、

一
九
九
六
・
三
）
…
②
④

　

Ａ
か
ら
Ｇ
の
う
ち
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
は
「
わ
た
の
原
」
歌
の
語
釈
に
『
万

葉
集
』
歌
を
例
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
は
、「
わ
た
の
原
」
歌
に
つ
い
て
、「
上
掲
の
歌
は
万

葉
に
似
通
う
歌
が
あ
る
。」（
Ｄ
）、「
篁
詠
は
、
一
首
全
体
に
万
葉
的
な
古

態
を
残
有
し
つ
つ
、
そ
れ
が
洗
練
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
成
立
し
た

表
現
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。」（
Ｅ
）、「
篁
歌
は
、『
万
葉
集
』

以
来
の
類
型
的
な
表
現
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、」（
Ｆ
）、「
表
現
の

面
で
も
遣
新
羅
使
歌
や
防
人
歌
の
様
式
を
踏
ま
え
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
言

え
そ
う
で
あ
る
。」（
Ｇ
）
と
、『
万
葉
集
』
歌
を
挙
げ
て
関
わ
り
を
指
摘

す
る
。

　

以
上
に
挙
げ
た
従
来
の
研
究
で
は
、「
わ
た
の
原
」
歌
と
『
万
葉
集
』

の
特
定
の
歌
と
の
類
似
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
わ

た
の
原
」
歌
に
見
え
る
語
句
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』
の
用
例
全
て
を
検

討
し
、
詠
歌
の
状
況
や
作
者
の
心
境
を
比
較
し
た
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。

　

よ
っ
て
次
項
以
下
で
、
従
来
の
研
究
が
指
摘
す
る
『
万
葉
集
』
歌
に
、

さ
ら
に
幾
つ
か
の
『
万
葉
集
』
歌
を
加
え
て
、「
わ
た
の
原
」
歌
と
『
万

葉
集
』
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
て
い
く
。

　
⑵
「
わ
た
の
原
」
歌
と
『
万
葉
集
』
の
「
八
十
島
」「
か
け
て
」

　

本
項
で
は
、「
八
十
島
」「
か
け
て
」
の
語
句
と
『
万
葉
集
』
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
前
項
に
示
し
た
従
来
の
研
究
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
う
。

　

「
八
十
島
」
の
用
例
は
、
当
該
歌
を
除
き
、『
古
今
集
』
に
は
見
当
た

ら
な
い
。
一
方
で
、『
万
葉
集
』
に
は
四
例
の
「
八
十
島
」
が
見
え
る（
８
）。

次
に
引
用
し
て
、
前
掲
注
釈
書
・
研
究
論
文
Ａ
か
ら
Ｇ
が
い
ず
れ
の
『
万

葉
集
』
歌
と
の
関
わ
り
を
挙
げ
て
い
る
か
、
記
号
で
示
す
。

　
　

①
近
江
の
海 

泊
ま
り
八
十
あ
り 

八
十
島
の 

島
の
崎
々 

あ
り
立
て

る 

花
橘
を 

上ほ
つ
え枝
に 

も
ち
引
き
掛
け 

中
つ
枝
に 

い
か
る
が
掛

け 

下し
づ
え枝

に 

ひ
め
を
掛
け 

汝な

が
母
を 

取
ら
く
を
知
ら
に 

汝
が

父
を 

取
ら
く
を
知
ら
に 

い
そ
ば
ひ
居
る
よ 

い
か
る
が
と
ひ
め

と
（�『
万
葉
集
』
巻
十
三
、
雑
歌
二
十
七
首
、
三
二
三
九
・
新
三

二
五
三
）
…
Ｃ

　
　

②
海
原
を 

八
十
島
隠が
く

り 

来
ぬ
れ
ど
も 

奈
良
の
都
は 

忘
れ
か
ね
つ

も
（�『
万
葉
集
』
巻
十
五
、
天
平
八
年
丙
子
の
夏
六
月
、
使
ひ
を

新
羅
国
に
遣
は
す
時
に
、
使
人
等
各
別
れ
を
悲
し
び
て
贈
答

し
、
ま
た
海う
み
つ
ぢ路

の
上へ

に
し
て
旅
を
慟い
た

み
思
ひ
を
陳
べ
て
作
る

歌
、
并
せ
て
所
に
当
た
り
て
誦
詠
せ
る
古
歌
、
三
六
一
三
・

新
三
六
三
五
）
…
Ａ
、
Ｂ
、
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ

　
　

③
ぬ
ば
た
ま
の 

夜
渡
る
月
は 

は
や
も
出
で
ぬ
か
も 

海
原
の 

八
十

島
の
上
ゆ 

妹
が
あ
た
り
見
む

　
　
　
　

（�『
万
葉
集
』巻
十
五
、②
に
同
じ
、三
六
五
一
・
新
三
六
七
三
）

…
Ａ
、
Ｅ

　
　

④
百
隈
の 
道
は
来
に
し
を 

ま
た
更
に 

八
十
島
過
ぎ
て 

別
れ
か
行
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か
む

　
　
　
　

（�『
万
葉
集
』
巻
二
十
、
天
平
勝
宝
七
歳
乙
未
の
二
月
に
、
相

替
り
て
筑
紫
に
遣
は
さ
る
る
諸
国
の
防
人
等
が
歌
、
四
三
四

九
・
新
四
三
七
三
）
…
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｆ
、
Ｇ

　

以
上
四
首
の
う
ち
、
①
か
ら
③
は
作
者
不
詳
の
歌
で
あ
り
、
④
は
左
注

に
「
右
の
一
首
、助じ
ょ
て
い丁

刑お
さ
か
べ
の部

直あ
た
ひ

三み
　
の野

」
と
伝
未
詳
の
防
人
の
名
を
付
す
。

　

前
掲
Ｅ
（
川
村
）
は
、「
わ
た
の
原
八
十
島
か
け
て
」
の
構
造
を
、
②

③
の
用
語
と
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

初
二
句
「
わ
た
の
原
八
十
島
か
け
て
」
は
、『
万
葉
集
』
中
に
見
え

る
次
の
二
首
（
引
用
者
注
・
②
③
を
指
す
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
海

原
を
八
十
島
」「
海
原
の
八
十
島
」
の
句
の
類
型
の
中
に
組
み
込
ま

れ
る
も
の
で
あ
り
、「
海
原
」を
ワ
タ
ノ
ハ
ラ
と
読
み
変（
マ
マ
）え
る
こ
と
で
、

篁
の
二
句
は
お
お
よ
そ
成
立
を
見
る
と
い
う
点
は
注
意
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　

四
首
と
「
わ
た
の
原
」
歌
と
の
共
通
点
は
、
Ｅ
の
指
摘
す
る
「
海
原
」

と
「
八
十
島
」
を
組
み
合
わ
せ
た
用
語
の
型
だ
け
で
は
な
い
。

　

ま
ず
、歌
中
の
語
句
や
題
詞
か
ら
詠
歌
の
場
所
・
状
況
を
整
理
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

①
「
近
江
の
海
」「
島
の
崎
々
」

　
　
　

→
琵
琶
湖
の
多
く
の
島
を
詠
み
込
ん
だ
長
歌
。

　
　

②
題
詞
「
備き
び
の
み
ち
の
し
り

後
国
水み
つ
き
の
こ
ほ
り

調
郡
の
長
井
の
浦
に
船
泊
ま
り
す
る
夜
に

作
る
歌
三
首
」

　
　
　

→
遣
新
羅
使
が
長
井
の
浦
（
広
島
県
糸
崎
港
）
に
船
泊
ま
り
の
折

に
詠
じ
た
歌
。

　
　

③
題
詞
「
佐さ
　
ば婆

の
海わ
た
な
か中

に
し
て
忽
ち
に
逆げ
き
ふ
う風

に
遭
ひ
、
漲た
た

へ
る
浪
に

漂
流
す
。経ひ
と
よ
へ宿

て
後
に
、幸
に
順
風
を
得
、
豊
と
よ
く
に
の
み
ち
の
く
ち

前
国
下
し
も
つ
み
け
の
こ
ほ
り

毛
郡

の
分わ
く

間ま

の
浦
に
到
着
す
。
こ
こ
に
艱
難
を
追
ひ
て
怛い
た

み
、
凄せ
い
ち
う惆
し

て
作
る
歌
八
首
」

　
　
　

→
遣
新
羅
使
が
佐
婆
の
海
上
（
山
口
県
周
防
灘
）
で
漂
流
し
、
分

間
の
浦
（
大
分
県
中
津
市
東
方
の
海
）
に
到
着
し
て
詠
ん
だ
旋

頭
歌
。

　
　

④
題
詞
「
二
月
七
日
に
、
駿
河
国
の
防さ
き
も
り
が
こ
と
り
づ
か
ひ
か
み

人
部
領
使
守
従
五
位
下

布ふ
　
せ勢
朝
臣
人
主
の
、
実ま
こ
と

に
進
た
て
ま
つ

る
は
九
日
、
歌
の
数
二
十
首
。

た
だ
し
、
拙
劣
の
歌
は
取
り
載
せ
ず
。」

　
　
　

→
徴
発
さ
れ
て
防
人
の
任
に
向
か
う
途
中
に
詠
ん
だ
歌
を
、
駿
河

国
の
防
人
部
領
使
が
進
上
し
た
も
の
。

　

①
は
、
湖
の
多
く
の
島
々
に
あ
る
橘
の
木
の
枝
に
、
と
り
も
ち
を
付
け

て
い
る
の
に
、
イ
カ
ル
ガ
も
ヒ
メ
も
（
い
ず
れ
も
鳥
の
名
）
父
母
が
取
ら

れ
る
の
も
知
ら
ず
に
ふ
ざ
け
あ
っ
て
い
る
と
詠
む
も
の
で
あ
る
。
壬
申
の

乱
を
諷
喩
す
る
意
が
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る（
９
）。

前
掲
Ｃ
（
竹
岡
）
は
、「
わ

た
の
原
」
歌
に
見
え
る
「
八
十
島
」
の
意
味
を
、
多
く
の
島
々
で
あ
る
と

し
て
、
①
④
の
歌
を
示
し
て
い
る
。

　

②
か
ら
④
の
詠
歌
の
状
況
は
、
②
海
原
を
島
か
ら
島
へ
伝
い
渡
っ
て
来

た
、
③
海
原
の
島
々
を
越
え
た
彼
方
に
い
る
妻
の
方
を
振
り
返
る
、
④
幾

曲
が
り
の
道
を
や
っ
て
来
た
が
さ
ら
に
多
く
の
島
を
過
ぎ
て
遠
く
へ
行

く
、と
い
う
よ
う
に
、い
ず
れ
も
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
旅
の
途
中
で
あ
る
。

詠
歌
の
場
所
こ
そ
違
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
船
で
多
く
の
島
を
過
ぎ
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
、「
わ
た
の
原
」
歌
の
状
況
と
一
致
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し
て
い
る
。

　

ま
た
、
②
か
ら
④
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
心
境
も
「
わ
た
の
原
」
歌
に

酷
似
し
て
い
る
。
②
で
は
、
遣
新
羅
使
が
、
奈
良
の
都
が
忘
れ
ら
れ
な
い

と
言
う
。
③
で
は
、
遣
新
羅
使
が
家
に
残
し
て
き
た
妻
を
遥
か
な
異
郷
の

地
で
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
④
で
は
、
こ
れ
か
ら
防
人
の
任
に
就
か
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
不
安
に
感
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
②
③
④
と
「
わ
た
の

原
」
歌
に
は
、
不
本
意
な
旅
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が

あ
る
。
旅
の
目
的
地
へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
に
、
心
は
前
を
向
い
て
は
い

な
い
。

　

以
上
の
『
万
葉
集
』
の
用
例
か
ら
、「
八
十
島
」
の
語
は
、
多
く
の
島
々

と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
故
郷
を
離
れ
て
不
本
意
な
船
旅
に
向
か
う

と
い
う
状
況
や
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ

ら
の
状
況
や
イ
メ
ー
ジ
は
「
わ
た
の
原
」
歌
と
共
通
し
て
お
り
、
篁
が
前

掲
②
③
④
の
歌
を
踏
ま
え
て
「
わ
た
の
原
」
歌
を
詠
じ
た
と
考
え
て
も
不

自
然
で
は
な
い
。

　

「
八
十
島
」
の
語
に
つ
い
て
、『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、

一
九
九
九
・
五
）
は
、「
多
く
の
島
。『
海
原
を
八
十
島
隠
り
…
…
』
な
ど
、

上
代
か
ら
海
路
の
船
旅
の
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
小
野
篁
が
隠

岐
に
配
流
さ
れ
た
折
に
詠
じ
た
『
わ
た
の
は
ら
…
…
』
の
影
響
が
特
に
大

き
く
、
以
後
の
『
八
十
島
』
の
歌
の
多
く
が
こ
の
篁
の
詠
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
」
と
す
る
。
確
か
に
以
後
の
歌
が
踏
ま
え
た
の
は
直
接
的
に
は
篁

の
「
わ
た
の
原
」
歌
で
あ
ろ
う
が
、
本
項
で
指
摘
し
た
通
り
、「
八
十
島
」

の
語
は
篁
以
前
に
既
に
、
故
郷
を
離
れ
て
不
本
意
な
船
旅
に
向
か
う
と
い

う
状
況
や
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
篁
以
後
「
八
十
島
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
正
確
で
は
な
く
、『
万
葉
集
』

歌
に
表
現
さ
れ
て
い
た
「
八
十
島
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
篁
が
継
承
し
た
と

す
る
の
が
正
し
い
。

　

次
に
、「
か
け
て
」
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』
歌
と
の
関
わ
り
を
考
察
し

て
い
く
。

　

『
万
葉
集
』
に
は
「
か
け
て
」
十
三
例
が
見
え
る
が
、「
山
越
し
の 

風

を
時
じ
み 

寝
る
夜
落
ち
ず 

家
な
る
妹
を 

か
け
て
偲
び
つ
」（『
万
葉
集
』

巻
一
、
讃
岐
国
の
安あ

益や
の

郡こ
ほ
り

に
幸い
で
ま

せ
る
時
に
、
軍
い
く
さ
の
お
ほ
き
み

王
、
山
を
見
て
作

る
歌
、
反
歌
、
六
・
新
六
）
の
よ
う
に
、
心
に
か
け
て
の
意
味
で
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
他
に
、
関
連
さ
せ
て
の
意
味
、
口
に
出
し
て
の
意
味

の
用
例
が
見
え
る
。
次
に
引
く
歌
は
、伊
藤
博『
万
葉
集
釈
注
』（
集
英
社
、

一
九
九
五
・
十
一
～
二
〇
〇
〇
・
五
）
が
指
摘
す
る
通
り
、
目
指
し
て
の

意
味
で
用
い
ら
れ
た
唯
一
の
用
例
で
あ
る
。

　
　

⑤
眉ま
よ

の
ご
と 

雲
居
に
見
ゆ
る 

阿
波
の
山 

か
け
て
漕
ぐ
船 

泊
ま
り

知
ら
ず
も

　
　
　
　

（�『
万
葉
集
』
巻
六
、
春
三
月
に
、
難
波
宮
に
幸い
で
ま

せ
る
時
の
歌

六
首
、
九
九
八
・
新
一
〇
〇
三
）
…
Ｃ
、
Ｅ

　

作
者
の
船
ふ
な
の
お
お
き
み
王
は
、
淳
仁
天
皇
の
兄
で
あ
る
が
、
淳
仁
廃
帝
後
、
親

王
か
ら
王
に
降
さ
れ
、
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
に
加
担
し
た
罪
で
天
平
宝
字
八

（
七
六
四
）
年
隠
岐
国
に
流
さ
れ
た
（
（1
（

人
物
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
天
平
六

（
七
三
四
）
年
三
月
に
聖
武
天
皇
が
難
波
宮
へ
行
幸
し
た
際
に
詠
じ
ら
れ

た
。
一
首
は
、雲
の
果
て
に
あ
る
阿
波
の
山
を
目
指
し
て
漕
ぎ
ゆ
く
船
は
、

ど
こ
で
泊
ま
る
の
や
ら
分
か
ら
な
い
と
い
う
。

　

Ｃ
（
竹
岡
）
は
、「
わ
た
の
原
」
歌
に
つ
い
て
、「『
か
け
て
』
は
、
心
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に
か
け
て
、目
が
け
て
。『
兼
け
て
の
意
』（
金
子
評
釈
）『
及
ぼ
し
て
の
意
』

（
窪
田
評
釈
）
の
ご
と
き
は
根
拠
が
な
い
。」
と
述
べ
、
自
説
「
心
に
か

け
て
、
目
が
け
て
」
の
根
拠
と
し
て
⑤
を
挙
げ
る
。

　

一
方
、
Ｅ
（
川
村
）
は
⑤
を
挙
げ
た
上
で
、
阪
倉
篤
義
「
か
け
て
お
も

ふ
」（『
万
葉
』
第
五
号
、
一
九
五
二
・
十
）
の
説
を
引
く
。
阪
倉
氏
に
よ

る
と
、『
万
葉
集
』
に
見
え
る
「
か
く
」
の
語
は
、「
不
安
動
揺
、虚
し
さ
、

ハ
ル
カ
ナ
リ
・
ト
ホ
シ
の
意
味
を
持
つ
も
の
」と
、「
相
互
の
関
わ
り
合
い
、

つ
な
が
り
の
意
味
を
持
つ
も
の
」
の
二
つ
の
異
な
る
意
味
が
あ
る
。
⑤
は

前
者
の
意
を
も
ち
、「
今
こ
こ
に
存
し
な
い
遙
か
な
も
の
に
、
よ
り
ど（
マ
マ
）を

求
め
、
そ
れ
を
あ
て
に
し
て
心
を
寄
せ
る
不
安
定
な
心
情
」
を
言
う
。
阪

倉
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、『
万
葉
集
』
の
「
か
け
て
」
の
う
ち
、
心
に
か
け

て
の
意
味
と
、目
指
し
て
の
意
味
は
、ど
ち
ら
も
「
不
安
動
揺
、虚
し
さ
、

ハ
ル
カ
ナ
リ
・
ト
ホ
シ
の
意
味
を
持
つ
も
の
」
群
に
含
ま
れ
る
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

Ｅ
は
、「
わ
た
の
原
」
歌
の
初
二
句
と
『
万
葉
集
』
歌
（
②
③
）
と
の

類
似
か
ら
、「
篁
の
詠
法
の
背
後
に
は
、
古
代
の
用
語
の
方
法
が
息
づ
い

て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、『
か
け
て
』
の
意
の
考
究
に
際

し
て
右
の
阪
倉
説
を
援
用
す
る
こ
と
も
、あ
な
が
ち
に
不
当
で
は
な
い
。」

と
述
べ
、「
八
十
島
に
心
を
寄
せ
て
（
た
よ
り
な
げ
に
）」
と
訳
出
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
八
十
島
か
け
て
」を
八
十
島
を
目
指
し
て（
ま
た
は
、

目
が
け
て
）
と
解
釈
す
る
の
は
首
肯
で
き
て
も
、
八
十
島
を
心
に
か
け
て

（
ま
た
は
、
八
十
島
に
心
を
寄
せ
て
）
と
解
釈
す
る
こ
と
に
は
違
和
感
が

あ
る
。
篁
が
心
に
か
け
て
い
る
の
は
目
の
前
に
あ
る
八
十
島
で
は
な
く
、

む
し
ろ
都
に
い
る
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。
よ
り
的
確
な
解
釈
を
求
め
る
の

な
ら
、「
か
け
て
」
を
、
⑤
の
歌
と
同
じ
く
、
目
指
し
て
の
意
味
で
と
ら

え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』『
新
日
本
古
典
文

学
大
系
』
も
、
⑤
の
歌
及
び
「
わ
た
の
原
」
歌
の
「
か
け
て
」
を
、
目
指

し
て
の
意
味
で
解
釈
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、『
万
葉
集
』
の
「
か
け
て
」
は
、

遥
か
彼
方
を
目
指
し
て
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

場
合
、
先
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
心
細
さ
や
不
安
な
心
情
を
伴
う
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
⑤
の
歌
と
「
わ
た
の
原
」
歌
に
は
、「
か
け
て
」
の
意

味
及
び
用
法
に
お
け
る
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
、
本
項
で
は
、「
八
十
島
」「
か
け
て
」
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』

に
見
え
る
五
首
の
用
例
を
検
討
し
、『
万
葉
集
』
の
「
八
十
島
」「
か
け
て
」

と
「
わ
た
の
原
」
歌
と
の
間
に
、
イ
メ
ー
ジ
や
用
法
の
共
通
点
が
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、『
万
葉
集
』
の
用
例
に
見
ら
れ
る
、

不
本
意
な
船
旅
に
出
て
異
郷
の
地
で
都
の
方
向
を
振
り
返
る
状
況
や
、
遥

か
彼
方
を
目
指
す
心
細
さ
や
不
安
な
心
情
の
描
写
が
「
わ
た
の
原
」
歌
に

踏
襲
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
⑶
「
わ
た
の
原
」
歌
と
『
万
葉
集
』
の
「
海
人
の
釣
舟
」

　

本
項
で
は
、「
海
人
の
釣
舟
」
の
句
と
『
万
葉
集
』
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
く
。

　

「
海
人
の
釣
舟
」
の
用
例
は
、
当
該
歌
を
除
き
、『
古
今
集
』
に
は
見

当
た
ら
な
い
。
一
方
で
、『
万
葉
集
』
に
は
、次
の
七
例
の
「
海
人
の
釣
舟
」

が
見
え
る
（
（1
（

。

　
　

⑥
飼け
　
ひ飯
の
海
の 

庭
良
く
あ
ら
し 

刈
り
薦こ
も

の 

乱
れ
て
出
づ
見
ゆ 

海
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人
の
釣
船

　
　
　
　

（�『
万
葉
集
』
巻
三
、
雑
歌
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
羈
旅
の
歌

八
首
、
二
五
六
・
新
二
五
八
）
…
Ｆ

　
　

⑦
風
を
い
た
み 

沖
つ
白
波 

高
か
ら
し 

海
人
の
釣
船 

浜
に
帰
り
ぬ

　
　
　
　

（�『
万
葉
集
』
巻
三
、
雑
歌
、
角
麻
呂
が
歌
四
首
、
二
九
四
・

新
二
九
七
）
…
ナ
シ

　
　

⑧
志し
　
か賀

の
海
人
の 
釣
舟
の
綱 

堪あ

へ
か
て
に 

心
思
ひ
て 

出
で
て
来

に
け
り

　
　
　
　

（�『
万
葉
集
』
巻
七
、
雑
歌
、
羈
旅
に
し
て
作
る
歌
九
十
首
、

一
二
四
五
・
新
一
二
四
九
）
…
ナ
シ

　
　

⑨
天あ
ま
く
も雲

の 

影
さ
へ
見
ゆ
る 

こ
も
り
く
の 

泊は
つ

瀬せ

の
川
は 

浦
な
み
か

舟
の
寄
り
来
ぬ 

磯
な
み
か 

海
人
の
釣
せ
ぬ 

よ
し
ゑ
や
し 

浦
は

な
く
と
も 

よ
し
ゑ
や
し 

磯
は
な
く
と
も 
沖
つ
波 

凌
ぎ
漕こ

入ぎ

り

来こ 

海
人
の
釣
舟

　
　
　
　

（�『
万
葉
集
』
巻
十
三
、
雑
歌
二
十
七
首
、
三
二
二
五
・
新
三

二
三
九
）
…
Ｆ

　
　

⑩
武む
　
こ庫

の
海
の 

庭
良
く
あ
ら
し 

い
ざ
り
す
る 

海
人
の
釣
舟 
波
の

上
ゆ
見
ゆ

　
　
　
　

（�『
万
葉
集
』巻
十
五
、②
に
同
じ
、三
六
〇
九
・
新
三
六
三
一
）

…
ナ
シ

　
　

⑪
磯
ご
と
に 

海
人
の
釣
舟 

泊は

て
に
け
り 

我
が
船
泊
て
む 

磯
の
知

ら
な
く

　
　
　
　

（�『
万
葉
集
』
巻
十
七
、
天
平
二
年
庚
午
の
冬
十
一
月
、
大

宰 

帥
大
伴
卿
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
帥
を
兼
ぬ
る
こ
と
旧も
と

の

如
し
、
京み
や
こ

に
上
る
時
に
、
傔け
ん
じ
ゅ
う従

等
別
に
海う
み
つ
ぢ路

を
取
り
て
京

に
入
る
。
こ
こ
に
羈
旅
を
悲
傷
し
、
各
所お
も
ひ心

を
陳
べ
て
作
る

歌
十
首
、
三
八
九
二
・
新
三
九
一
四
）
…
ナ
シ

　
　

⑫
浜
辺
よ
り 

我
が
打
ち
行
か
ば 

海
辺
よ
り 

迎
へ
も
来
ぬ
か 

海
人

の
釣
舟

　
　
　
　

（�『
万
葉
集
』巻
十
八
、二
十
五
日
に
、布
勢
の
水
海
に
往
く
に
、

道
中
馬
の
上
に
し
て
口お
　
ら号

ぶ
二
首
、
四
〇
四
四
・
新
四
〇
六

八
）
…
Ｅ
、
Ｆ

　

以
上
⑥
か
ら
⑫
の
七
首
の
う
ち
、
作
者
が
明
ら
か
な
の
は
⑥
柿
本
人
麻

呂
、
⑦
角
麻
呂
（
伝
未
詳
）、
⑫
大
伴
家
持
の
三
首
で
、
左
注
に
柿
本
人

麻
呂
の
名
が
付
さ
れ
て
い
る
の
が
⑩
（
⑥
の
異
伝
歌
）、
あ
と
の
三
首
は

作
者
不
詳
の
作
で
あ
る
。

　

歌
中
の
語
や
題
詞
か
ら
詠
歌
の
場
所
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。
な
お
、
⑧
⑨
⑫
以
外
は
瀬
戸
内
海
で
あ
る
。

　
　

⑥
「
飼
飯
の
海
」
→
淡
路
島
の
西
海
岸
。

　
　

⑦
「
角
麻
呂
が
歌
四
首
」
の
他
の
三
首
に
あ
る
「
高
津
」「
三
津
」「
住

吉
」
→
大
阪
湾
。「
住
吉
」
は
難
波
津
の
近
く
で
あ
る
。

　
　

⑧
「
志
賀
」
→
通
説
で
は
、
福
岡
県
の
志
賀
島
を
指
す
。

　
　

⑨
「
泊
瀬
の
川
」
→
奈
良
県
の
長
谷
寺
北
方
の
山
中
に
発
し
て
、
三

輪
山
南
麓
を
迂
回
し
、
佐
保
川
と
合
流
し
て
大
和
川
と
な
る
川
。

　
　

⑩
「
武
庫
の
海
」
→
大
阪
湾
。
兵
庫
県
尼
崎
市
か
ら
西
宮
市
に
か
け

て
の
海
。

　
　

⑪
題
詞
「
大
宰
帥
大
伴
卿
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
」「
京
に
上
る
時
に
、

傔
従
等
別
に
海
路
を
取
り
て
京
に
入
る
」
→
瀬
戸
内
海
。
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⑫
題
詞
「
布
勢
の
水
海
に
往
く
に
」
→
「
布
勢
の
水
海
」
は
、
現
在

の
富
山
県
氷
見
市
に
あ
っ
た
と
い
う
湖
。
こ
こ
に
向
か
う
途
中
に

「
有あ
り

磯そ

海う
み

」
の
沿
岸
部
が
見
え
た
と
い
う
。

　

前
掲
Ｅ
（
川
村
）
は
、
⑫
に
つ
い
て
、「
篁
詠
の
下
句
に
見
え
る
、
海

人
の
釣
舟
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け
る
と
い
う
調
子
の
形
式
も
ま
た
、
同
じ

く
『
万
葉
集
』
の
中
に
、『
浜
辺
よ
り
…
…
』
の
如
き
先
例
が
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。」
と
言
う
。

　

し
か
し
、
七
首
中
、
海
人
の
釣
舟
に
呼
び
か
け
る
と
い
う
形
式
は
、
⑫

に
限
ら
ず
⑨
に
も
見
え
る
。
⑨
は
、
泊
瀬
の
川
は
浦
も
磯
も
な
い
か
ら
舟

も
来
な
い
し
海
人
も
釣
り
を
し
な
い
、
浦
も
磯
も
な
い
け
れ
ど
波
を
押
し

分
け
て
漕
い
で
来
い
、
海
人
の
釣
舟
よ
、
と
詠
む
。
⑨
は
命
令
形
を
用
い

て
、
⑫
よ
り
も
は
っ
き
り
と
強
い
口
調
で
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
歌
の
結
句
に
「
海
人
の
釣
舟
」
を
置
い
て
呼
び
か
け
る

形
式
は
、
⑨
⑫
と
「
わ
た
の
原
」
歌
に
共
通
し
て
い
る
。「
凌
ぎ
漕こ

入ぎ

り

来こ

」（
⑨
）、「
迎
へ
も
来
ぬ
か
」（
⑫
）、「
人
に
は
告
げ
よ
」（「
わ
た
の
原
」

歌
）
と
い
う
よ
う
に
、
強
く
呼
び
か
け
る
口
調
に
類
似
が
見
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
⑨
と
⑫
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
内
容
に
は
、「
わ
た
の
原
」
歌
の

よ
う
な
深
刻
さ
が
な
く
、
む
し
ろ
大
ら
か
な
感
じ
を
受
け
る
。

　

ま
た
、
⑨
⑫
は
、「
わ
た
の
原
」
歌
と
異
な
り
、
舟
が
眼
前
に
存
在
し

な
い
状
況
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
⑨
は
、
泊
瀬
川
を
海
に
見
立
て
る
歌
で

あ
り
、
⑫
は
、
家
持
が
布
勢
の
湖
へ
遊
覧
に
赴
く
途
中
、
馬
上
で
「
口お
　
ら号

ぶ
」（
声
に
出
し
て
詠
ず
る
）
も
の
で
あ
る
。
前
掲
Ｆ
（
泉
）
は
、
⑥
⑨

⑫
に
つ
い
て
、「
結
句
を
『
あ
ま
の
釣
舟
』
と
し
て
眼
前
に
広
が
る
海
の

風
景
を
詠
む
例
」
だ
と
し
て
い
る
が
、
⑨
と
⑫
は
舟
が
眼
前
に
存
在
し
な

い
し
、
⑨
は
海
で
は
な
く
、
海
に
見
立
て
た
川
の
風
景
を
詠
ん
で
い
る
。

　

⑨
⑫
を
除
く
五
首
の
う
ち
、
⑧
「
志
賀
の
海
人
の
釣
船
の
綱
」
は
「
堪

へ
か
て
に
」を
導
く
た
め
の
序
詞
で
あ
る
。
⑧
は
、愛
す
る
あ
な
た
を
思
っ

て
堪
え
き
れ
ず
に
来
て
し
ま
っ
た
と
詠
む
も
の
で
あ
り
、
舟
は
眼
前
に
存

在
し
な
い
。

　

し
か
し
、
⑥
⑦
⑩
⑪
は
、「
わ
た
の
原
」
歌
と
同
じ
く
、
海
人
の
釣
舟

が
眼
前
に
存
在
す
る
。

　

そ
の
う
ち
⑥
⑩
は
、
こ
の
海
は
良
い
漁
場
ら
し
い
、
漁
を
す
る
海
人
の

釣
舟
が
見
え
る
と
詠
む
。
⑦
は
、
風
が
強
く
て
波
が
高
い
か
ら
海
人
の
釣

舟
が
浜
辺
に
帰
っ
て
来
た
と
海
の
様
子
を
描
写
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
⑥

⑦
⑩
は
い
ず
れ
も
、
海
人
や
舟
か
ら
離
れ
た
所
か
ら
海
人
達
の
日
常
の
営

み
を
見
て
お
り
、
無
生
物
で
あ
る
釣
舟
と
自
分
と
の
間
に
は
心
理
的
な
距

離
が
存
在
す
る
。

　

一
方
、
⑪
は
、
単
な
る
叙
景
で
は
な
く
、
自
ら
も
船
上
に
あ
っ
て
、
海

人
の
釣
舟
と
自
ら
の
状
況
を
対
比
さ
せ
て
思
い
を
述
べ
る
。
海
人
の
釣
舟

は
帰
っ
て
い
く
の
に
、
我
々
の
乗
る
船
は
ど
こ
に
泊
ま
る
の
や
ら
、
磯
の

場
所
も
見
当
が
つ
か
な
い
、
と
不
安
や
心
細
さ
を
描
く
。
帰
る
べ
き
場
所

の
あ
る
海
人
の
釣
舟
と
、海
に
浮
遊
し
て
居
所
の
定
ま
ら
な
い
自
分
と
を
、

上
句
と
下
句
に
並
べ
て
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
原
に
放
り
出
さ
れ

た
よ
う
な
頼
り
な
い
心
情
が
相
対
的
に
写
し
出
さ
れ
る
。

　

佐
竹
昭
広
他
『
万
葉
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一

九
九
九
・
五
～
二
〇
〇
三
・
十
）
は
、
⑪
に
つ
い
て
、「『
…
…
の
知
ら
な

く
』
は
、
不
安
、
不
審
の
思
い
を
詠
嘆
的
に
表
現
す
る
形
。『
時
の
知
ら

な
く
』（
三
七
四
九
）、『
す
べ
の
知
ら
な
く
』（
三
九
三
七
）（
中
略
）
な
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ど
多
数
あ
る
。」
と
言
う
。
⑥
⑦
⑩
と
同
様
、
⑪
に
お
い
て
も
釣
舟
と
自

分
と
の
間
に
は
心
理
的
な
距
離
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
⑪
の
場
合
は
、

作
者
の
不
安
や
心
細
さ
が
描
か
れ
て
お
り
、
日
常
の
世
界
か
ら
隔
て
ら
れ

て
身
の
拠
り
所
が
な
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

以
上
、「
海
人
の
釣
舟
」
に
つ
い
て
『
万
葉
集
』
に
見
え
る
七
首
の
用

例
を
検
討
し
て
き
た
。『
万
葉
集
』の
用
例
か
ら
は
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

　

ま
ず
、「
海
人
」
で
な
く
「
海
人
の
釣
舟
」
に
呼
び
か
け
、
し
か
も
、

呼
び
か
け
の
語
を
歌
の
結
句
に
置
く
と
い
う
形
式
が
見
ら
れ
る（
⑨
⑫
）。

従
来
の
研
究
で
「
海
人
の
釣
舟
」
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け
る
形
式
が
⑫
に

見
ら
れ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
⑨
に
も
呼
び
か
け
の
語
を
結
句

に
置
く
形
式
が
見
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
⑨
⑫
に
お
い
て
は
、
呼
び
か
け
る

相
手
は
も
と
も
と
目
の
前
に
い
な
い
か
ら
、
答
え
が
返
っ
て
く
る
は
ず
も

な
い
。
答
え
が
返
っ
て
こ
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
一
方
的
に
強
い
口

調
で
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
、「
海
人
の
釣
舟
」は
、文
字
通
り
漁
を
行
う
も
の
と
し
て
描
か
れ
、

海
人
達
の
日
常
の
営
み
を
象
徴
す
る
（
⑥
⑦
⑧
⑩
⑪
）。
な
お
か
つ
、
眼

前
に
あ
っ
て
も
自
分
と
は
常
に
心
理
的
な
距
離
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、
同

じ
場
所
に
い
な
が
ら
自
分
と
交
わ
る
こ
と
の
な
い
存
在
と
し
て
描
か
れ
る

（
⑥
⑦
⑩
⑪
）。

　

さ
ら
に
、
⑪
「
磯
ご
と
に 

海
人
の
釣
舟 

泊は

て
に
け
り 

我
が
船
泊
て

む 

磯
の
知
ら
な
く
」
に
は
、「
海
人
の
釣
舟
」
と
自
分
を
対
比
す
る
描
写

が
見
ら
れ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
⑪
と
「
わ
た
の
原
」
歌
と
の
関
連
に

つ
い
て
の
指
摘
は
見
ら
れ
な
い
が
、
日
常
の
世
界
で
漁
を
行
う
釣
舟
に
対

し
て
非
日
常
の
世
界
で
船
旅
を
す
る
私
、
帰
る
べ
き
場
所
の
あ
る
釣
舟
に

対
し
て
泊
ま
る
所
の
定
ま
ら
な
い
私
、
こ
の
よ
う
な
、
我
が
身
の
非
日
常

を
突
き
つ
け
る
役
割
を
「
海
人
の
釣
舟
」
の
語
が
担
っ
て
い
る
と
い
う
共

通
点
を
見
出
せ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
わ
た
の
原
」
歌
が
都
と
は
逆
方
向
の
隠
岐
国
に
向

け
て
船
を
漕
ぎ
出
す
絶
望
感
や
悲
壮
な
覚
悟
を
詠
ず
る
の
に
対
し
て
、
⑪

は
、
上
京
の
た
め
の
船
旅
で
泊
ま
る
場
所
の
定
ま
ら
な
い
不
安
や
心
細
さ

を
詠
む
。
両
者
は
作
者
の
置
か
れ
た
状
況
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
篁
は
、『
万
葉
集
』
の
「
海
人
の
釣
舟
」
の
用

法
を
踏
襲
し
て
、
自
分
自
身
を
日
常
の
世
界
か
ら
隔
て
ら
れ
た
人
間
、
身

の
拠
り
所
な
く
漂
う
人
間
と
し
て
表
現
し
、
さ
ら
に
答
え
の
返
っ
て
こ
な

い
相
手
に
一
方
的
に
呼
び
か
け
る
と
い
う
形
式
を
用
い
て
、
新
た
に
自
ら

の
絶
望
感
や
悲
壮
な
覚
悟
を
「
わ
た
の
原
」
歌
に
詠
ん
だ
、
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

四
　
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
「
わ
た
の
原
」
歌
の
詠
歌
年
次
の
考
証
を
行
い
、
さ

ら
に
「
わ
た
の
原
」
歌
と
『
万
葉
集
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、「
八
十
島
」

「
か
け
て
」「
海
人
の
釣
舟
」
の
語
句
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。

　

ま
ず
、
詠
歌
年
次
に
つ
い
て
、
篁
が
隠
岐
国
へ
と
出
発
し
た
の
は
承
和

五
年
十
二
月
で
は
な
く
、
承
和
六
年
正
月
で
あ
る
こ
と
を
正
史
に
基
づ
い

て
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
遣
唐
副
使
に
任
命
さ
れ
た
承
和
元
年
の
正
月
及

び
天
皇
の
御
前
に
召
さ
れ
た
三
度
の
正
月
と
、
罪
人
と
し
て
隠
岐
へ
連
行

さ
れ
る
承
和
六
年
の
正
月
と
は
、
篁
の
置
か
れ
た
状
況
が
対
照
的
で
あ
る

こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
正
月
に
配
流
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
る
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と
、
新
春
を
迎
え
た
華
や
か
さ
や
過
去
の
晴
れ
が
ま
し
さ
と
、
作
者
の
現

在
の
境
遇
の
惨
め
さ
と
の
、
明
暗
の
対
比
に
着
目
し
た
解
釈
が
可
能
と
な

る
。

　

次
に
、「
八
十
島
」「
か
け
て
」「
海
人
の
釣
舟
」
の
語
句
に
つ
い
て
、「
わ

た
の
原
」
歌
が
、『
万
葉
集
』
中
の
一
首
か
ら
で
は
な
く
、
複
数
の
歌
に

お
け
る
意
味
や
用
法
を
集
約
し
て
、
さ
ら
に
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
付
け
加

え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

『
万
葉
集
』
の
「
八
十
島
」
の
語
は
、
多
く
の
島
々
と
い
う
意
味
が
あ

る
だ
け
で
は
な
く
、
不
本
意
な
が
ら
都
を
遠
く
離
れ
た
異
郷
の
地
に
あ
る

と
い
う
状
況
や
、
帰
り
た
い
・
家
族
に
会
い
た
い
等
、
前
途
に
不
安
を
も

ち
後
ろ
を
振
り
返
る
心
境
を
伴
う
。「
か
け
て
」
の
語
は
、
遥
か
彼
方
を

目
指
し
て
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
、
先
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い

心
細
さ
や
不
安
な
心
情
を
含
む
。
つ
ま
り
、
篁
の
「
八
十
島
か
け
て
」
に

は
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
、
前
方
に
あ
る
島
々
を
目
指
し
な
が
ら
心
は
後
ろ

を
向
い
て
い
る
と
い
う
前
後
の
対
比
、
矛
盾
す
る
心
情
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。

　

「
海
人
の
釣
舟
」
は
、『
万
葉
集
』
で
は
必
ず
し
も
絶
望
感
の
イ
メ
ー

ジ
を
も
た
な
い
語
句
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
万
葉
集
』歌
に
見
ら
れ
る「
海

人
の
釣
舟
」
の
、
作
者
と
の
心
理
的
距
離
、
日
常
と
非
日
常
の
対
比
（
海

人
の
日
常
を
表
す
が
ゆ
え
の
非
日
常
の
自
覚
）、
拠
り
所
を
失
っ
た
心
細

さ
や
不
安
な
気
持
ち
の
描
写
、
強
い
口
調
で
呼
び
か
け
る
形
式
等
が
「
わ

た
の
原
」
歌
に
集
約
さ
れ
て
、
絶
望
感
を
表
現
す
る
上
で
効
果
を
上
げ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
わ
た
の
原
」
歌
に
お
い
て
は
、
作
者
が
複
数
の
『
万

葉
集
』
歌
の
語
句
を
取
り
入
れ
て
、
自
ら
の
不
遇
を
慨
嘆
す
る
作
品
世
界

を
創
り
出
し
て
い
た
。「
八
十
島
か
け
て
」「
海
人
の
釣
舟
」
は
、
単
な
る

叙
景
の
言
葉
で
は
な
く
、
万
葉
歌
人
達
の
思
い
を
継
承
し
、
さ
ら
に
篁
自

身
の
思
い
を
凝
縮
し
た
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

「
六
歌
仙
時
代
に
先
ん
じ
る
篁
の
作
は
、
万
葉
以
後
の
沈
滞
期
を
破
る

新
し
い
歌
で
あ
り
、重
大
な
意
味
を
持
つ
」（
窪
田
章
一
郎『
古
今
和
歌
集
』

角
川
文
庫
、
一
九
七
三
・
一
）
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
篁
の
和
歌
は
平
安

初
期
に
あ
っ
て
和
歌
隆
盛
の
先
駆
け
的
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
篁
の
「
新
し
い
歌
」
は
、『
万
葉
集
』
の
歌
を
確
か
に
踏
ま
え

て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

「
わ
た
の
原
」
歌
を
、
詠
歌
年
次
や
『
万
葉
集
』
と
の
関
わ
り
と
い
う

視
点
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
は
、
篁
が
万
葉
歌
人
の
思
い
を
継
承
し
た
上
で

自
ら
の
思
い
を
新
た
に
詠
じ
た
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
文
学

史
上
で
篁
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
に
つ
な
が
る
。
ま

た
、
学
校
教
育
の
現
場
に
お
い
て
は
、『
万
葉
集
』『
古
今
集
』
の
作
風
の

違
い
を
教
え
る
こ
と
に
偏
り
が
ち
な
指
導
を
正
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

『
万
葉
集
』
と
『
古
今
集
』
の
関
係
を
文
学
史
の
流
れ
に
沿
っ
て
指
導
す

る
た
め
の
一
つ
の
方
向
性
を
、「
わ
た
の
原
」
歌
は
示
唆
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。注

（
１
）
和
歌
の
表
記
は
原
則
と
し
て
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小

学
館
）
に
従
う
。
振
り
仮
名
は
必
要
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
に
だ
け
付

け
た
。
ま
た
、
和
歌
の
解
釈
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』、『
新
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日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）
の
両
書
を
併
せ
見
る
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
諸
注
釈
書
を
参
照
し
た
。
な
お
、『
万
葉
集
』
所
収

の
和
歌
に
は
、
旧
『
国
歌
大
観
』
番
号
と
新
『
国
歌
大
観
』
番
号
の

両
者
を
示
し
た
。

（
２
）『
続
日
本
後
紀
』『
文
徳
実
録
』『
令
義
解
』
は
、『
新
訂
増
補
国
史

大
系
』（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
。
ま
た
、
原
文
の
旧
字
体
は
全
て

新
字
体
を
用
い
、
句
点
を
一
部
改
め
て
適
宜
読
点
を
付
け
た
。
併
記

す
る
書
き
下
し
文
は
、
引
用
者
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
必
要
な
場
合

に
は
「　

」
を
付
け
た
。

（
３
）「
先
自
定
其
次
第
名
之
」
の
欠
落
し
て
い
る
主
語
に
つ
い
て
、
佐

伯
有
清『
最
後
の
遣
唐
使
』（
前
掲
）・
上
野
英
子「
小
野
篁
考（
四
）」

（
前
掲
）
は
大
使
常
嗣
と
す
る
。
一
方
、
阿
部
俊
子
『
歌
物
語
と
そ

の
周
辺
』（
前
掲
）
は
篁
、
ま
た
、
森
田
梯
『
続
日
本
後
紀
』（
講
談

社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
・
九
～
二
〇
一
〇
・
十
）
は
造
舶
使
と
す

る
。
本
稿
で
は
、『
文
徳
実
録
』
に
記
載
さ
れ
る
篁
の
抗
論
の
内
容

か
ら
、「
先
自
定
其
次
第
名
之
」
の
主
語
を
大
使
常
嗣
と
考
え
る
。

（
４
）「
一
漂
廻
後
、
大
使
上
奏
、
更
復
卜
定
、
換
其
次
第
」
と
あ
る
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
、承
和
の
遣
唐
使
は
二
回
渡
唐
に
失
敗
し
て
い
る
。

『
文
徳
実
録
』
篁
薨
伝
に
は
「
初
定
舶
次
第
之
日
、
択
取
最
者
為
第

一
舶
。
分
配
之
後
、
再
経
漂
廻
」
と
あ
る
。「
一
漂
廻
後
」
は
表
記

の
誤
り
で
、
大
使
常
嗣
が
船
の
次
第
を
決
め
て
船
を
分
配
し
、
二
度

の
漂
着
を
経
て
、
常
嗣
が
上
奏
し
て
卜
定
に
よ
り
勅
命
で
船
の
次
第

を
変
え
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
佐
伯
有
清
『
最
後
の
遣
唐
使
』（
前
掲
）
は
、
篁
乗
船
拒
否
の
要

因
と
し
て
、
不
作
・
疫
病
の
た
め
に
飢
え
と
病
気
に
苦
し
む
者
が
多

数
だ
っ
た
こ
と
、
国
庫
が
尽
き
遣
唐
使
派
遣
の
負
担
が
過
重
と
な
っ

た
こ
と
、
東
ア
ジ
ア
の
情
報
が
た
や
す
く
収
集
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
挙
げ
る
。
そ
の
上
で
、「（
篁
は
）
遣
唐
使
と
い
う
大
が
か

り
で
、
金
の
か
か
る
、
し
か
も
派
遣
さ
れ
る
者
に
と
っ
て
は
ま
こ
と

に
危
険
で
非
人
道
的
な
『
国
家
的
事
業
』
は
、
も
は
や
無
意
味
で
あ

る
と
、
さ
と
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
」
と
述
べ
、「
船
の
問
題
を
と

り
あ
げ
て
、
常
嗣
を
批
判
し
た
の
は
、
篁
に
と
っ
て
遣
唐
使
問
題
の

再
考
を
う
な
が
す
た
め
の
一
つ
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
手
段
で
あ
っ

た
」
と
す
る
。

（
６
）
表
記
は
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
従
う
。
な
お
、
柿
村
重

松
『
本
朝
文
粋
註
釈
』（
内
外
出
版
、
一
九
二
二
・
四
）
で
は
、
題

名
は
「
早
春
侍
宴
清
涼
殿
玩
鶯
歌
応
製
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
７
）
阿
部
俊
子『
歌
物
語
と
そ
の
周
辺
』（
前
掲
）が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

篁
が
詩
と
詩
序
を
献
上
し
た
の
は
、
二
回
目
の
出
帆
に
先
立
つ
承
和

四
年
正
月
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。『
続
日
本
後
紀
』（
巻
六
、
仁
明

天
皇
）
に
は
、「（
承
和
）
四
年
春
正
月
（
中
略
）
甲二
十

申
、
天
皇
内
宴

於
仁
寿
殿
、令
賦
花
欄
聞
鶯
之
題
。（（
承
和
）
四
年
春
正
月
（
中
略
）

甲二
十

申
、
天
皇
仁
寿
殿
に
内
宴
し
、
花
欄
に
鶯
を
聞
く
の
題
を
賦
せ
し

む
）」
と
あ
る
。
一
方
、
詩
序
の
ほ
う
の
題
名
は
「
早
春
侍
宴
清
涼

殿
翫
鶯
花
応
製
」
で
あ
り
、
両
者
は
、「
鶯
」
と
い
う
詩
の
題
材
が

一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
承
和
四
年
正
月
二
十
日
の
内
宴
は
仁
寿

殿
で
行
わ
れ
て
お
り
、
詩
序
の
「
清
涼
殿
」
と
は
場
所
が
食
い
違
っ

て
い
る
。
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（
８
）『
万
葉
集
』
以
外
に
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』（
香
島
郡
）
に
「
潮

に
は 

立
た
む
と
言
へ
ど 

奈な

西せ

の
子
が 

八
十
島
隠
り 

吾
を
見
さ
ば

し
り
」
の
一
首
が
見
え
る
。

（
９
）
①
の
歌
に
つ
い
て
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
は
、「
壬
申
の

乱
の
直
前
、
天
武
天
皇
が
吉
野
に
入
っ
た
後
、
大
津
宮
に
残
っ
た
天

武
の
諸
王
子
に
危
難
の
及
ぶ
こ
と
を
諷
喩
し
た
も
の
か
、
な
ど
と
す

る
説
が
あ
る
。」
と
言
う
。『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
は
、
武
田
祐

吉『
万
葉
集
全
註
釈
』（
改
造
社
、一
九
四
八
・
八
～
一
九
五
一
・
四
）

の
言
う「
古
義（
引
用
者
注
・
藤
原（
鹿
持
）雅
澄『
万
葉
集
古
義
』）

に
、
近
江
時
代
の
童
謡
と
し
て
、
諷
喩
を
含
ん
で
ゐ
る
と
し
た
の
は

尤
も
で
、い
か
に
も
寓
意
の
あ
り
そ
う
な
歌
で
あ
る
。
但
し
寓
意
は
、

ど
の
や
う
に
も
事
実
に
当
て
ら
れ
る
の
で
、
実
際
に
斑
鳩
と
比
米
と

を
何
人
に
喩
へ
て
い
る
か
は
、
決
定
し
難
い
。」
を
引
用
す
る
。

（
10
）
難
波
津
を
船
で
ゆ
く
様
子
を
和
歌
で
詠
じ
た
こ
と
や
、
隠
岐
国
に

流
罪
に
な
っ
た
こ
と
等
、
船
王
と
篁
の
境
遇
の
偶
然
の
一
致
は
看
過

で
き
な
い
。
た
だ
し
、篁
の
船
出
の
場
所
に
つ
い
て
、佐
伯
有
清
『
最

後
の
遣
唐
使
』（
前
掲
）
は
、「
当
時
の
隠
岐
へ
の
交
通
路
は
、
難
波

か
ら
船
出
し
て
瀬
戸
内
海
を
通
っ
て
行
く
の
で
は
な
か
っ
た
。
山
陰

道
の
諸
国
を
通
過
す
る
陸
路
を
ま
ず
通
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
述
べ

て
、
篁
は
難
波
で
は
な
く
千ち
く
み
の酌

駅う
ま
や

（
現
在
の
島
根
県
松
江
市
）
か

ら
船
出
し
た
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
徳
原
茂
実
「
小
野
篁
の
船

出
」（『
武
庫
川
国
文
』
第
七
十
四
号
、
二
〇
一
〇
・
十
一
）
は
、『
古

今
集
』『
伊
勢
物
語
』『
土
佐
日
記
』
に
見
え
る
「
い
で
た
つ
」
の
用

例
を
検
討
し
た
上
で
、「
わ
た
の
原
」
歌
の
『
古
今
集
』
詞
書
に
つ

い
て
、「『
船
に
乗
り
て
い
で
た
つ
』
と
は
、
篁
に
と
っ
て
の
本
拠
地

で
あ
っ
た
京
の
都
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
地
域
か
ら
の
出
発
を
意
味

す
る
の
で
あ
り
、（
中
略
）
歌
意
か
ら
す
る
と
難
波
に
と
ど
め
を
さ

す
。」
と
言
う
。
さ
ら
に
、
徳
原
氏
は
、
撰
者
た
ち
は
篁
配
流
の
行

程
が
陸
路
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
や
、
当
時
既
に
成
立

し
て
い
た
篁
配
流
に
関
す
る
伝
承
に
従
っ
て
詞
書
が
書
か
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
考
察
し
、「
わ
た
の
原
」
歌
に
関
わ
る
『
古
今
集
』
の
記

述
が
歴
史
的
事
実
と
齟
齬
す
る
な
ら
、
作
者
や
詠
作
事
情
も
極
論
す

れ
ば
不
明
と
言
わ
ざ
る
と
得
な
い
、
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、「
事

実
は
ど
う
で
あ
れ
、
こ
の
歌
が
篁
作
と
さ
れ
る
限
り
は
、
隠
岐
配
流

と
い
う
篁
一
世
一
代
の
物
語
に
組
み
込
ま
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

し
、
そ
う
な
れ
ば
、
難
波
か
ら
の
船
出
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
形

成
さ
れ
る
の
も
自
然
な
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。」と
言
う
。な
お
、

本
稿
で
は
篁
の
実
作
と
見
て
論
を
進
め
る
。

（
11
）『
万
葉
集
』
以
外
に
は
、『
人
丸
集
』
に
「
み（
む
）
こ
の
う
み
は 

よ
く

こ
そ
あ
る
ら
し 

い
さ
り
せ
る 

あ
ま
の
つ
り
舟 

波
の
う
へ
に
み
ゆ
」

（
五
六
）
の
一
首
が
見
え
る
。


